
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
平
成
二
十
四
年
春
叙
勲
・
褒
章
受
賞
者
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木材産業シンボルマーク

　
　
　
目
　
　
　
　
次

一
面
　
全
木
連
総
会
　
並
木
会
長
は
勇

　
　
　
退
　
吉
条
新
会
長
を
選
任

二
面
　
全
木
協
連
は
坂
東
新
会
長
を
選

　
　
　
任
　
木
退
共
総
会
開
催
　

三
面
　
催
物
　
お
し
ら
せ

四
面
　
景
況
調
査

全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
通
常
総
会

全
木
連
会
長
に
吉
条
氏
、

全
木
協
連
会
長
に
坂
東
氏
を
選
任

旭
日
小
綬
章
　
岩
切
好
和
（
宮
　
崎
）

瑞
宝
小
綬
章
　
後
藤
隆
一
（
埼
　
玉
）

黄
綬
褒
章
　
川
　
俊
一
（
和
歌
山
）

黄
綬
褒
章
　
田
之
頭
隆
秀
（
鹿
児
島
）

　
以
上
木
材
産
業
振
興
功
労
者
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

全
　木
　連
　通
　常
　総
　会

　
全
木
連
の
総
会
は
、
午
後
一
時
十
五

分
か
ら
開
会
。
会
議
に
先
立
ち
、
今
春

の
叙
勲
者
・
褒
章
受
賞
者
を
事
務
局
か

ら
報
告（
別
掲
）。
全
員
の
拍
手
で
受
賞

を
称
え
た
。

　
開
会
の
こ
と
ば
を
鈴
木
副
会
長
が
述

べ
た
あ
と
、並
木
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
皆
川
林
野
庁
長

官
、
加
古
貴
一
郎
木
造
住
宅
振
興
室
長

か
ら
祝
辞
を
受
け
、
司
会
か
ら
出
席
の

来
賓
を
紹
介
。

　
こ
の
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
事
は
、
並
木
会
長
が
議
長
と
な
り
、

進
行
。

　
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
三
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
、
第
二
号
議
案
の
平

　
全
木
連
時
報
は
、
今
年
度
よ
り
発
行
日
、
発
行
回

数
を
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
毎
月
発
行
か
ら
、

年
八
回
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

（第649号）

　
第
七
十
二
回
全
木
連
通
常
総
会
、
第
五
十
二
回
全
木
協
連

通
常
総
会
が
五
月
九
日
に
、
第
四
十
回
木
退
共
通
常
総
会
が

翌
日
の
十
日
に
、
東
京
・
港
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
を
会
場

に
、
全
国
か
ら
会
員
多
数
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
役
員

改
選
で
は
、
本
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
並
木
瑛
夫
全
木
連

会
長
の
後
任
に
吉
条
良
明
全
木
協
連
会
長
を
、
全
木
協
連
会

長
に
坂
東
正
一
郎
副
会
長
を
選
任
し
た
、
総
会
に
は
林
野
庁

の
皆
川
芳
嗣
長
官
を
は
じ
め
関
係
幹
部
、
国
土
交
通
省
の
加

古
貴
一
郎
木
造
住
宅
振
興
室
長
、
ま
た
、
林
業
関
係
団
体
幹

部
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
華
や
か
さ
を
盛
り
上
げ
た
。
総

会
の
議
事
は
順
調
に
進
み
、
所
定
の
議
案
を
滞
り
な
く
審
議

の
う
え
承
認
・
決
定
し
て
閉
会
し
た
。

平成24年6月15日（金曜日）
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成
二
十
三
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
説
明
の
う
え
、
海

老
原
光
男
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監

査
報
告
し
、原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
第
三
号
議
案
の
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
、
並
木
会
長
が
勇
退
し
、

新
会
長
に
は
吉
条
全
木
協
連
会
長
が
選

任
さ
れ
た
。
並
木
前
会
長
は
顧
問
に
推

戴
さ
れ
た
。

　
第
四
号
議
案
一
般
社
団
法
人
移
行
の

た
め
の
定
款
変
更
の
件
は
、
事
務
局
説

明
の
う
え
、
原
案
ど
お
り
決
定
。
第
五

号
議
案
役
員
の
報
酬
等
及
び
退
職
金
の

支
給
に
関
す
る
基
準
の
件
は
、
事
務
局
説

明
の
う
え
、原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

　
以
上
の
議
事
終
了
後
、
並
木
前
会
長

か
ら
退
任
の
挨
拶
が
、
吉
条
会
長
か
ら

就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た

　
最
後
に
、
小
野
田
副
会
長
が
閉
会
の

こ
と
ば
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

新
旧
会
長
が
抱
負
述
べ
る

全
　木
　協
　連
　通
　常
　総
　会

木
　退
　共
　通
　常
　総
　会

　
吉
条
全
木
連
会
長
、
坂
東
全
木
協
連

会
長
、
並
木
前
会
長
は
、
総
会
翌
日
の

十
日
に
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
の
業

界
専
門
誌
各
社
と
会
見
。所
見
を
述
べ
た
。

　
吉
条
会
長
は
全
木
連
会
長
と
し
て
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
、
抱
負
を
述
べ
た
。

　
・
住
宅
の
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
制
の
よ

　
全
木
協
連
の
通
常
総
会
は
、
午
後
三

時
三
十
分
に
開
会
し
た
。

　
会
議
は
、
開
会
の
辞
を
俊
成
副
会
長

が
述
べ
て
始
ま
り
、
ま
ず
、
吉
条
会
長

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
沼
田
正
俊

次
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
は
、
吉
条
会
長
が
議
長
と
な
り

進
め
、
①
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
②
平
成
二
十
三
年
度
決
算
及

び
損
失
処
理
案
承
認
の
件
を
事
務
局
か

ら
説
明
の
う
え
、
長
浦
愼
一
監
事
が
代

表
し
て
監
査
報
告
を
行
い
、
承
認
し
た
。

　
次
い
で
、
③
平
成
二
十
四
年
度
事
業

を
述
べ
て
終
了
し
た
。

　
木
退
共
の
総
会
は
、
五
月
十
日
午
前

十
一
時
に
開
会
し
た
。
並
木
会
長
が
議

長
と
な
り
進
行
。

　
議
案
の
①
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
②
平
成
二
十
三
年
度
収
支

決
算
承
認
の
件
は
、
事
務
局
説
明
の
後
、

落
合
公
信
監
事
が
代
表
し
て
監
査
報
告

を
行
い
、
承
認
し
た
。

　
③
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件
④
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
決

定
の
件
⑤
平
成
二
十
四
年
度
入
会
金
及

び
会
費
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
か
ら
説
明
の
う
え
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、

前
日
の
全
木
連
と
同
様
に
並
木
会
長
が

退
任
し
、
吉
条
会
長
が
就
任
し
た
。

　
こ
の
後
、
第
七
号
議
案
一
般
社
団
法

人
移
行
の
た
め
の
定
款
変
更
の
件
を
事

務
局
説
明
の
う
え
原
案
の
と
お
り
決
定
。

第
八
号
議
案
退
職
金
共
済
事
業
に
関
す

る
規
程
変
更
の
件
を
事
務
局
説
明
の
う

え
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
閉
会
し
た
。

【
全
木
連
】

会
　
長
　
　
吉
条
　
良
明
（
東
　
京
）

副
会
長
　
　
松
原
　
正
和
（
北
海
道
）

副
会
長
　
　
亀
山
　
征
弘
（
宮
　
城
）

副
会
長
　
　
坂
東
正
一
郎
（
埼
　
玉
）

副
会
長
　
　
鈴
木
　
和
雄
（
愛
　
知
）

副
会
長
　
　
越
井
　
　
健
（
大
　
阪
）

副
会
長
　
　
山
根
　
恒
弘
（
広
　
島
）

副
会
長
　
　
横
田
欽
一
郎
（
宮
　
崎
）

副
会
長
　
　
田
中
　
隆
行
（
業
種
別
）

副
会
長
・
専
務
理
事

　
　
　
　
　
尾
薗
　
春
雄
（
事
務
局
）

常
務
理
事
　
藤
原
　
　
敬
（
事
務
局
）

【
全
木
協
連
】

会
　
長
　
　
坂
東
正
一
郎
（
埼
　
玉
）

副
会
長
　
　
松
原
　
正
和
（
北
海
道
）

副
会
長
　
　
沖
田
　
純
夫
（
山
　
形
）

副
会
長
　
　
西
村
　
亮
彦
（
富
　
山
）

副
会
長
　
　
越
井
　
　
健
（
大
　
阪
）

副
会
長
　
　
俊
成
　
　
薫
（
愛
　
媛
）

副
会
長
　
　
内
田
　
幹
雄
（
大
　
分
）

副
会
長
　
　
尾
薗
　
春
雄
（
事
務
局
）

専
務
理
事
　
藤
原
　
　
敬
（
事
務
局
）

【
木
退
共
】

会
　
長
　
　
吉
条
　
良
明
（
全
木
連
）

副
会
長
　
　
西
村
　
亮
彦
（
富
　
山
）

副
会
長
　
　
内
田
　
幹
雄
（
大
　
分
）

専
務
理
事
　
尾
薗
　
春
雄
（
全
木
連
）

常
務
理
事
　
藤
原
　
　
敬
（
全
木
連
）

全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
新
役
員

う
な
も
の
は
出
来
な
い
か
。

　
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
の
認
定
は
大
型
の
工

場
で
な
い
と
取
れ
な
い
。
小
規
模
工
場

で
も
取
得
で
き
る
方
策
を

　
・
合
法
木
材
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
木
材

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
わ
け
で
、

「
合
法
」と
い
う
名
称
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

（第649号）平成24年6月15日（金曜日）

計
画
決
定
の
件
を
事
務
局
か
ら
説
明
の

う
え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
④
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
決
定

の
件
⑤
平
成
二
十
四
年
度
賦
課
金
決
定

の
件
⑥
平
成
二
十
四
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
決
定
の
件
⑦
平
成
二
十
四
年
度

役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
一

括
で
事
務
局
か
ら
説
明
し
た
後
、
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選
で
は
、

先
に
全
木
連
会
長
に
就
任
し
た
吉
条
会

長
が
退
任
し
、
新
会
長
に
は
坂
東
副
会

長
が
選
任
さ
れ
た
。
こ
の
後
に
吉
条
会

長
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
、
坂
東
会
長
か

ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
西
村
副
会
長
が
閉
会
の
辞
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日
比
谷
公
園
）

　
　
　
森
林
の
市
（
五
月
十
二
日
　（　）土
〜
十
三
日
　（　）日
、

　
一
般
消
費
者
に
対
す
る
普
及
展
示

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
電
気
固
定
価
格
買
取
制
度

　公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
に
基
づ
く

　
全
木
連
は
、
木
材
事
業
者
の
協
力
を

得
て
、
一
般
消
費
者
の
方
々
を
対
象
に
、

「
活
か
し
て
使
お
う
国
産
材
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
産
材
の
普
及
推
進
活
動
の

一
環
と
し
て
展
示
を
実
施
。

　
二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
消
費
者
の
方
に
、
木

の
い
え
、
木
材
の
良
さ
、
合
法
木
材
の

利
用
推
進
を
Ｐ
Ｒ
。

　
今
後
も
十
一
月
の
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム

シ
ョ
ー
、
農
林
水
産
祭
「
実
り
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、十
二
月
の
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
展
な
ど
に
出
展
を
予
定
。

　
国
土
交
通
省
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
」
の
公
募

　
国
土
交
通
省
は
、
平
成
二
十
四
年
度

「
地
域
に
お
け
る
木
造
住
宅
生
産
体
制

強
化
事
業
」
の
う
ち
「
地
域
型
住
宅
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
」
に
つ
い
て
、
補
助
事

業
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー

プ
の
募
集
を
六
月
八
日
ま
で
実
施
し
た
。

　
本
事
業
は
、
地
域
工
務
店
等
と
木
材

事
業
者
が
緊
密
な
連
携
体
制
を
構
築
し
、

地
域
資
源
を
活
用
し
て
地
域
の
気
候
・

風
土
に
あ
っ
た
良
質
で
特
徴
的
な
「
地

域
型
住
宅
」
の
供
給
に
取
り
組
む
こ
と

を
支
援
し
て
い
く
も
の
。

　
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
、
中
小
住

宅
生
産
者
等
と
木
材
事
業
者
と
の
グ
ル

ー
プ
を
公
募
し
、
採
択
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
に
所
属
す
る
中
小
住
宅
生
産
者
等
が

当
該
共
通
ル
ー
ル
等
に
基
づ
き
木
造
の

長
期
優
良
住
宅
の
建
設
を
行
う
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
補
助
す
る
も
の
。

　
七
月
か
ら
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
力
を
固

定
価
格
で
買
い
取
る
制
度
が
実
施
に
う

つ
る
。

　
未
利
用
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
も
の

と
一
般
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
電
力
価

格
が
違
う
も
の
に
な
る
と
の
こ
と
で
、

細
か
い
、
仕
様
や
証
明
方
法
な
ど
は
こ

れ
か
ら
決
ま
る
。
木
材
業
界
が
使
い
勝

手
の
よ
い
制
度
に
な
り
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
幅
広
い
利
用
が
進
む
よ
う
に
全

木
連
と
し
て
も
と
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

「
緑
の
募
金
」
使
途
限
定
募
金

　
（
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
お
願
い

　
「
緑
の
募
金
」
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
事
業
と
し
て
「
使
途
限
定
募
金
」
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
木
連
は
、
募
金
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
先
般
、

被
災
地
（
宮
城
県
南
三
陸
町
）
の
工
場
で
製

作
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
３
種
類
が
用

意
さ
れ
、
１
個
３
０
０
円
以
上
募
金
し
て
頂

い
た
方
に
配
布
中
。
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地
域
材
利
用
の
新
た
な

　
　
　
木
造
住
宅
建
築
対
策
は
じ
ま
る

　
　
市
町
村
方
針
策
定
促
進
に
つ
い
て

　
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

二
年
十
月
施
行
）
の
運
用
が
本
格
的
に

動
き
出
し
た
。
全
木
連
は
、
地
方
公
共

団
体
等
の
木
材
利
用
基
本
方
針
の
早
期

策
定
、
木
造
建
築
の
促
進
等
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
法
に
基
づ
く
基
本

方
針
は
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
全
て
作

成
さ
れ
、
市
町
村
に
あ
っ
て
も
四
百
五

十
一
市
町
村
で
作
成
が
行
わ
れ
（
平
成

二
十
四
年
五
月
十
七
日
現
在
）
て
い
る
。

市
町
村
方
針
は
、
地
域
で
の
木
材
利
用

の
促
進
、
こ
れ
ら
を
通
じ
た
地
域
・
林

業
の
活
性
化
、
地
域
の
方
々
へ
の
潤
い

と
温
も
り
の
あ
る
空
間
の
提
供
等
に
大

き
く
寄
与
す
る
。
全
市
町
村
で
基
本
方

針
が
早
期
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
取
組
み

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
固
定
価
格
買
取
制
度
の

　
　
し
く
み

　
経
済
産
業
省
が
公
表
し
て
い
る
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
よ
る
電
気
調
達

価
格
案
は
、
原
料
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し

て
未
利
用
木
材
関
係
で
税
込
三
十
三
円

六
十
銭
、
工
場
残
材
な
ど
の
一
般
木
材

等
関
連
で
二
十
五
円
二
十
銭
、
リ
サ
イ

ク
ル
木
材
関
連
で
十
三
円
六
十
五
銭

（
Ｋ
ｗ
ｈ
当
た
り
・
調
達
期
間
二
十
年

間
）
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
イ

オ
マ
ス
の
生
産
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
て

区
分
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
発
電
施
設
の
認
定
の
考
え
方
は
、
①

使
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
比
率
を
正
確
に

算
定
で
き
る
管
理
体
制
の
整
備
、
燃
料

の
使
用
量
発
熱
量
等
の
算
定
根
拠
を
明

確
に
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
②
当

該
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
活
用
し
て
い
る

既
存
産
業
等
へ
の
著
し
い
影
響
が
な
い

こ
と
③
使
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

出
所
を
示
す
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

（「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ
く
間
伐
チ

ッ
プ
の
確
認
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準

じ
た
証
明
書
）
な
ど
と
し
て
い
る
。

　
法
律
の
七
月
一
日
施
行
に
向
け
て
、

こ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め

の
具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
や

認
定
基
準
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
注
〕
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い
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24年5月分集計表
モニター数97　　回答数57　　回収率61％

モニター数110　　回答数55　　回収率50％

増加23％（13）
増加19％（11）
上昇　2％（　1）
上昇　2％（　1）

増加51％（29）
増加37％（21）
上昇　9％（　5）
上昇　9％（　5）

強　含　み
　9％（　4）
12％（　5）
　7％（　3）
　8％（　4）
15％（　7）

増　　加
14％（　7）

保ち合い
87％（39）
81％（35）
76％（35）
80％（39）
68％（31）

変わらず
86％（44）

減少23％（13）
減少25％（14）
下降11％（　6）
下降21％（12）

減少11％（　6）
減少12％（　7）
下降　5％（　3）
下降　9％（　5）

弱　含　み
　4％（　2）
　7％（　3）
17％（　8）
12％（　6）
17％（　8）

減　　少
　0％（　0）

変わらず54％（31）
変わらず56％（32）
変わらず87％（50）
変わらず77％（44）

変わらず38％（22）
変わらず51％（29）
変わらず86％（48）
変わらず82％（47）

変わらず41％（22）
変わらず41％（22）
変わらず70％（38）
変わらず61％（33）

変わらず52％（28）
変わらず50％（27）
変わらず79％（43）
変わらず74％（40）

増加26％（14）
増加22％（12）
上昇　2％（　1）
上昇　6％（　3）

増加31％（17）
増加17％（　9）
上昇　4％（　2）
上昇　9％（　5）

強　含　み
10％（　2）
13％（　2）
13％（　2）
13％（　6）

1ヵ月以内
58％（　7）

80％（17）
74％（11）
68％（11）
54％（24）

1ヵ月
42％（　5）

減少33％（18）
減少37％（20）
下降28％（15）
下降33％（18）

減少17％（　9）
減少33％（18）
下降17％（　9）
下降17％（　9）

弱　含　み
10％（　2）
13％（　2）
19％（　3）
33％（15）

1ヵ月以上
　0％（　0）

全木連・全木協連新旧会長が記者会見（左から　
並木全木連前会長、吉条全木連会長、坂東全木協連会長）

　　林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間

　　　
平
成
　　
年
７
月
１
日
〜
７
月
　　
日

２４

３１

　
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

協
会
で
は
、
七
月
一
日
〜
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
か
月
間
を
「
林
材
業
労
働

災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
て
、
林
材

業
を
営
む
事
業
者
及
び
労
働
者
の
労
働

安
全
意
識
の
高
揚
を
期
す
る
と
と
も
に
、

労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
。

　
同
協
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
を

最
終
年
度
と
す
る
「
林
材
業
労
働
災
害

防
止
計
画
」（
平
成
二
十
年
度
〜
二
十
四

年
度
）
に
基
づ
き

　
一
、
死
亡
者
数
は
平
成
二
十
四
年
に

お
い
て
四
十
八
人
（
林
業
四
十
人
、
木

材
製
造
業
八
人
）
を
下
回
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
二
、
死
傷
者
数
は
、
平
成
二
十
四
年

に
お
い
て
平
成
十
九
年
と
比
べ
十
五
％

以
上
（
林
業
千
七
百
六
十
八
人
、
木
材

製
造
業
千
九
百
六
十
八
人
）
の
減
少
を

目
指
す
。

　
三
、
定
期
健
康
診
断
に
お
け
る
有
所

見
率
の
減
少
を
図
る
た
め
、
労
働
者
の

健
康
確
保
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

振
動
障
害
新
規
認
定
者
数
は
、
平
成
二

十
四
年
に
お
い
て
平
成
十
九
年
の
人
数

を
大
き
く
下
回
る
こ
と
を
目
指
す
。


